
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム内容に 

悩む 

 

マジシャン、芸人 

レクリエーションリーダー 

人材の確保 

ネタやアイデアの提供 

 

支所間で用具の貸し借り 

★貸出可能物品リスト作成！ 

資料・用具の貸し出し 

運営の方法を学んだり…

ネタの交換会も!? 

スタッフ会議に職員が入る 

情報交換の場を作る 

同 じ こ と で も エ エ ね

ん！！ 

ネタのリサイクル 

でも『これは必ずしてほし

い！』ことはしてもらう。 

導入などに工夫を 

 ・サロンの「入口」と「出口」のかかわり方を考えてみる（考えてもらう） 

 ・アイスブレークで「つかみは OK！」 

   →楽しい雰囲気を作った上で開催する…「また来たい！」と思ってもらうために！ 

プログラムの悩み解消 

・レクリエーションのネタ提供…担い手交流研修会でグループ間で交流とネタ交換 

・支所間でレクリエーション物品の貸し借りを行う…物品だけでなく人材も貸し借り!? 

・同じ内容の繰り返しでいいことを知ってもらう…サロンはプログラムだけじゃない！ 

  →参加者が「楽しい！」と思うなら、繰り返し同じことでもいい。また、同じだか 

らこそ参加者の変化がわかる…「あれ？○○さん、今日はどうしたのかな？」 

課題・悩みの解消には？ 

サロンに来ない人

への対応に悩む 

来られない人 

来たくない人 

「来たいけど行けない…」 

 足が悪くて会場まで行けない 

 家族の理解がない    など 

来られない人とは？ 

「わしは行かん、行きたくない！」 

 年よりの遊び場…という誤解 

 仕事が忙しい（暇がない）など 

来たくない人とは？ 

・歩いて来られない人には…送迎をする！ 

・別の声かけの方法を考える…友愛訪問など 

・お土産を届ける…物を届けるだけでなく、参加者の様子を話すなど工夫してみる 

・出前サロンはどうだ？…来られない人の自宅にみんなで出向いて茶話会をする？？？ 

・来たくない理由を考える・知る…個人的理由なのか？サロンに原因があるのか？ 

・他の参加者とは別で声かけをする…その人に合った誘い方で誘う 

・まずは協力者・指導者として誘う？…まずは関わってもらうところから！ 

「私たちだけではできないんだけど…助けてもらえない？」 

「仕方ないな、それなら助けてやらんこともない」（『立てて』あげる…男性の場合？） 

地域の中で抱える

課題に悩む 

地域とサロンの確執 

認知症の人に対する 

理解 

・地域へサロンの PR をする…「こんな活動をしているんです！みなさん来て下さい！」などと呼びかける 

・サロンで「要支援者に対する安全点検」などを実施する…「サロンは地域でこんなに役に立つんや！」と理解してもらう 

・区の役員の参画を募る…「年寄りを集めて何かしているな」程度しか関心のない方が多い。 

○区に協力を求めること（参加者募集等）などをきっかけにして理解してもらう 

     ○区の役員を協力者に巻き込む？（区の理解→区からの補助・助成につながったり？） 

・情報誌（社協だより・ボランティアだより）での PR…全町へ向けてサロンの活動情報を発信！！！ 

★まずは家族に理解してもらい、同意・協力を得ることが必須！ 

・『私の連絡先！』の活用…まず連絡するところなど、緊急時の対応について情報を交換し、支え合える体制を作る。 

     ○民生児童員協議会と情報交換や連携を行う 

・福祉サービス利用援助事業や成年後見制度へつなぐ 

     ○包括支援センターなど関係機関との連携・協働が必要 

・認知症の相談会を開催する…相談する中で、抱える悩みを解決できる方法を探る 

・認知症サポーター養成事業へ…家族・サロン協力者など、周りの人が認知症について理解を深める。 

京丹波町社会福祉協議会 



 

 

 

後継者不足 

デイサービス、ヘル

パー、老人会等の行

事と日程が重なる 

・『サロンの仲間』を増やす 

→口コミ、声かけを行い協力者を増やす 

・サロンを地域へ PR 

  →サロンでグループワーク（防災マップ作りで地域を歩いてみるなど） 

・サロン間の人材の貸し借り 

  →手品ができる人、手芸が得意な人…色々特技を持っている人に地元以外のサロンにも 

   協力してもらう（他の協力者に伝授するのも一つの手か？） 

・難しく考えない工夫（誰でもスタッフになれる！） 

・プログラムの簡素化 

→『形』を作る。それは導入の部分であったり、内容の部分であったり… 

・サロンサポーター養成講座（担い手養成研修） 

・レクリエーションボランティア養成講座 

・役割の分担（それぞれの得意なことを活かす） 

  →「料理の時はあなた。手芸はあなた。送迎はあなた。進行は私がする」など役割を分担する 

社協としては… 

 ・協力者の資格や特技を調査する 

   →協力者リストの作成 

    （人材の貸し借りを行う際に調整を行う） 

 ・参加者への調査 

   →対象・目的等の整理や開催内容の確認など 

    （運営がしやすいように手助けをする） 

 ・養成講座の開催 

   →協力者の発掘や依頼の手助けをする。 

・老人会等と情報交換、連携 

・サロンの行事に老人会の協力を求める 

→逆にサロンが老人会の行事に協力することも 

・デイサービス、ヘルパーとの連携 

  →参加者の福祉サービス利用状況の把握 

   ケアマネジャーをサロンに招待する（知ってもらう） 

・開催についての情報を伝える 

  →連携と同時にサロンに関心を持ってもらえる 


